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6.2 補強材を鉛直に配置した場合の実験結果

まず針金を図50のように三軸供試体内に配置して三

軸圧縮試験を行った.この場合の針金の分量は図421)に示

す水平伸張補強材の場合と同じにしてある.なお,補強

材の上下端は針金のリングに対してハンダ付けしてあ

る.これは,位置をきちんと確定して三軸供試体を作製

するためである.図51(a),(b)に拘束圧が1.Okgf/cm2

で密づめの場合の実験結果が示してある.これから次の

ことがわかる.

(1) 補強材の周辺に豊浦砂粒子を塗付した場合とL
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図 50 三軸供試体内の鉛直圧縮補強材の配置法

ない場合とで結果に大差はない.図44(b)I)に最大偏差応

力 (61103)fについて,図46(b)I)にE50についてまとめ

てあるが,(61-03)Jについては表面処理の有無による

差はなく,またE5｡も表面処理していない場合の方が若干

小さいだけであるようである.これは補強材周辺の摩擦

係数の大小が鉛直圧縮補強材としての針金の座屈強度に

それほど影響しないからであろう.これ以降のデータは
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図 51 圧縮補強材の補強効果をあらわした実験結果例

(Ⅴ.氏.-VerticallyReinforced)
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